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呼吸器感染症におけるT-2588の 臨床的検討

岡 藤 和 博 ・松 田 保

金沢大学第三内科

経 口用 エ ス テ ル型 セ フ ェ ム系 抗 生剤T-2588を 呼 吸 器 感 染症6例 に投 与 し,そ の臨 床 効 果 お よび

副作 用 につ い て検 討 した 。T-2588は,1回100～200mgを1日3回,7日 間 投 与 した 。Strepto-

coccus pneumoniaeあ る い はHaemophilus influenzaeの 検 出 され た4例 で は,著 効 な い し有 効

の評価 が 得 られ た が,mucoid type Pseudomonas aeruginosaの 検 出 され た1例 と起 炎菌 の検 出 さ

れ なか った1例 に 対 して は 無効 であ った 。 副 作 用 お よび 臨 床 検 査 値 の 異常 は認 め られ なか った 。

T-2588は 富 山化学工 業(株)に て開発された経 口用

エステル型セフェム系抗 生剤で,腸 管壁か ら吸収され速

やかにT-2525に 加水分解される。T-2525は,グ ラム

陽性菌および グラム陰性菌に対 し広範 囲な抗菌スペ ク ト

ルを有し,さ らに β-lactamaseに 対 しても安定なため

従来の経 ロセフェム耐性菌に も強い抗 菌力を示す1)。 今

回我々は,本 剤を呼 吸器感 染症に対 して投 与す る機会を

得,そ の有効性 と安全性 につ い て 検討 したので報告す

る。

I. 対象および 方法(Table 1)

1. 対象;昭 和60年5月 か ら同年9月 までに金沢大

学第三内科を受診 した呼吸器感 染症6例(男4例,女2

例)で ある。臨床診断は,気 管支 拡張症3例,慢 性気管

支炎1例,喘 息に急性気管支炎を合併 した1例,び まん

性汎細気管支炎1例 であ る。

2. 投与方法;T-2588は,1回100～200mgを1日

3回,7日 間食後投与 した。

3. 臨床効果 と安全性

臨床効果の判定は,臨 床症状が速やかに改善 したもの

を著効(excellent),明 らか な 改善 をみた も の を 有効

(good),改 善のないものを無効(poor)と した。また投

与前後で喀痰 の細菌学的検討 も行 なった。

安全性 については,T-2588投 与前後 に自覚症状 と身

体所見の観察を行 ない,臨 床検査 として末梢血液所見,

肝機能 腎機能の変動 の有無を検索 した。

II. 成績(Table 1)

T-2588に よる臨床効果 は,気 管支拡張症では有効が

2例,無 効 が1例 であった。 こ の 無効例 で はmucoid

typeのPseudomonas aeruginosaが 検出された。 びま

ん性汎細気管支炎 の症例 と喘息に急性気管支炎 を合併 し

た症例では著効 を認め,菌 の検出 されなか った慢性気管

支炎の症例では無効 であ った。

喀痰培養によ り起炎菌が推定された症例 は5例 であ っ

た。Haemophilus influenzae,Streptococcus pneumo-

niaeが2例 ず つ に検 出 され,こ れ ら はT-2588投 与 に よ

りす べ て除 菌 され た 。 ま た菌 交 代 は み ら れ な か った 。

mucoid typeのPseudomonas aeruginosaが 検 出 され

た 症 例 で は,以 後 も同 菌 の検 出 が続 いた 。

以 下 に各 症例 の概 要 を 説 明す る。

症 例1 60歳 女 性

慢 性的 な咳 嗽,喀 痰 を認 め て 来 院 した。 喀 痰 培 養 を 行

な った 後,T-2588を100mg,1日3回,7日 間 投 与

した 。1週 間 後 に再 来 とな っ た が 自覚 症 状,他 覚 所 見 に

変化 は な か っ た。 喀 痰 よ りはmucoid typeのPsmdo-

monas aeruginosaが 検 出 さ れ 以 後 も 常 時 検 出 され て

い る。 副作 用 は な か っ た が,臨 床 効 果 の判 定 は 無 効 で あ

っ た。 臨 床 診 断 は 気 管 支拡 張 症 で あ る。

症例2 70歳 男性

脳 梗 塞 の後 遺 症 に て 通院 して い たが,同 時 に 咳嗽,喀

痰 を 認 め て い た。 咳 嗽,喀 痰 の 増悪 に伴 っ て,Strepto-

coccus pneumoniaeが 検 出 さ れ た た め,T-2588 100

mgを1日3回,7日 間 投 与 した。1週 間 後 に は症 状 は

全 て消 失 した。 また 副 作 用 と考 え られ る もの は 認 め られ

なか った 。臨 床効 果 は 有効 と した。 臨 床 診断 は 気 管 支 拡

張 症 と考 え られ た。

症 例3 38歳 男 性

長 年 に及 ぶ 咳 嗽,喀 痰 を認 め,呼 吸 困難 も訴 え て い

た。 入 院精 査 の結 果,び まん 性汎 細 気 管 支 炎 と診断 され

た 。 喀 痰 よ りHaemophilus influenzaeが 検 出 さ れ た

ため,T-2588 200mgを1日3回,7日 間 投 与 した。

喀 痰 量 は 初 め120ml/日 に もな って い た が,5日 後 に は

20ml/日 と著 減,自 覚症 状 の改 善 を み た。Haemophilus

influenzaeも 除 菌 され た が,菌 交 代 は 起 こ らな か った 。

副 作 用 と考 え られ る もの は なか った 。 完全 な症 状 の消 失

まで は 至 ら なか った が 基 礎疾 患 の重 症 度 か ら,臨 床効 果

は 著 効 と した。
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症例4 59歳 女性

気管支喘息にて外来通院中であったが,38°5'を 越 え

る発熱 と咳嗽,喀 痰,呼 吸困難 を認 めたため,急 性気管

支炎の合併 と考え,T-2588 100mgを1日3回,7日

間投与 した。発熱は2日 後には消失 し他の症状 も速やか

に軽快,消 失 した。喀 痰 よりHamophilus influenzae

が検出されていたが,投 与終了時 には喀痰の喀出はな く

なり,消 失 と判定 した。 副作用はな く,臨 床効果は著 効

とした。

症例5 59歳 男性

慢性気管支炎にて外来通院 中であった。咳嗽,喀 痰 を

認めていたため,T-2588200mgを1日3回,7日 間

投与 したが,症 状にほ とんど変化は なか った。喀痰検査

では,有 意な菌は検 出されなかった。副作用はなかった

が,臨 床効果は無効 と考え られた。本症例は以後 も各種

治療を行なっているに もかかわらず,症 状の改善を認め

ていない。

症例6 70歳 男性

慢性関節 リウマチの精査のため入院 したが,同 時に咳

嗽,喀 痰を認めていた。検査の結果気管支拡張症 と診断

された。喀痰 よりStreptococcus pneumoniaeが 検出

されたため,T-2588 200mgを1日3回,7日 間投与

した。Streptococcus pnmmoniaeは 除菌 され,咳 嗽,

喀痰の減少をみた。副作用はな く,臨 床効果は有効 と考

えられた。

副作用については,投 与に よるア レルギー症状や 消化

器症状の出現の有無,臨 床検査値 の異常の有無を検討 し

たが,副 作用 と考 えられ るものは1例 も認め られ なか っ

た(Table1,2)。

III. 考 察

呼吸器感染症6例 にT-2588を 投与 した ところ,4例

に有効以上 の結果が得 られ,2例 が無効であった。 しか

しこの無効 の2例 をみ ると,1例 は 本 来 は適 応 外 とな

るPseudomonas aeruginosa が起炎菌 であ ること,も う

1例 は感染 の所見が明 らか でな く抗生 剤の適応 につ いて

問題があ ることな ど,そ れ ぞれ本剤の投与対象 としては

不 適当であ った ことも否め ない。一 方有効 以上 の効果を

得た4例 は,そ れぞれ 本剤 の 適応 とな るHaemophilus

influenzae,Streptococcus pneumoniaeが 起炎菌 と考え

られ,本 剤が予測通 りの効果 を発現す るこ とを証明 して

い ると考 えられ る。 また本剤 の 投与量 は1日300～600

mgと 従来 のセ フェム系抗生剤 に比 べ 少量 であ った こ

と,副 作用 と考え られ るものがなか ったこ となども合わ

せ る と,本 剤は今後 呼吸器感染症 の治療薬 として有用な

もの となることが期 待され る。
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CLINICAL STUDY ON T-2588 IN THE TREATMENT 

OF RESPIRATORY TRACT INFECTION

KAZUHIRO OKAFUJI and TAMOTSU MATSUDA
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T-2588 was prescribed to 6 patients with respiratory tract infections, and studied about clinical ef-
fect and adverse effect. T-2588 was administered 100 or 200 mg 3 times a day for 7 days. 

Clinical effects were excellent or good in 4 patients whose causative organism was Haemophilus 
influenzae or Streptococcus pneumoniae, and poor in 2 patients whose causative organism was Pseudo-
monas aeruginosa, or was not detected. No adverse effect was observed in all patients.


